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　　　　個人での利用を指向した
インターネット情報資源の収集・変換手法

中 野 伸 吾†1 柊 和 佑†1

現在，各市町村や自治体などで地域情報資源の開発と確保による，ディジタルコン
テンツの構築が行われている．また，計算機の低価格化に加え，様々な携帯型の端末
が普及したことにより，ユーザはいつでも地域情報資源などにアクセスできるように
なった．しかしその一方で，情報を得るためのコストにかかわる問題や，情報の埋没
と信憑性に関わる問題，閲覧環境の相違による情報資源の互換性と不適応に関する問
題が生じている現状である．本稿では，これらを解決するために，ユーザの利用環境
とユーザが求めるオーソリティ・シチュエーションに合わせた情報の収集・変換・利
用するシステムを提案・構築する．

Personal Policy Based Internet Content
　Harvesting and Converting System

Shingo Nakano†1 and Wasuke Hiiragi†1

Nowadays due to the popularity of various portable devices and decrease in
prices of computers, users are able to access the information required at any
time. As a result of which, problems with the diversification of information
services, diversification of information provider’s service and terminal perfor-
mance differences are arised. In this paper, the authors are proposing a system
that can harvest the internet content which can also be modified and convert
into different format that meeets the user’s policy, authority, environment and
required information ranking in order to solve the araised problems.

1. は じ め に

1.1 地域情報資源の活用目的と背景
近年，様々な地域情報資源の開発と確保を行い，各市区町村でそれらを使ってディジタル
コンテンツを構築する動きがある．加えて，観光に構築したディジタルコンテンツを利用す
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る取り組みも多く見られる．このようなディジタルコンテンツは，各種観光ガイドや観光地
に設置された案内板に利用されるだけではなく，Webを用いて発信されてきている．Web

を用いることで，地域情報資源は発信者から一方的に送られてくるものではなく，利用者が
自主的に収集，利用する情報になっている．さらに，昨今では，様々な携帯型の端末が普及
し，ユーザはいつでも求める地域の情報を，観光中にいつでも取得できるようになっており，
今後はより地域情報資源が利用されることが予想される．
しかし，Webを用いて発信される情報は各自治体や観光協会，その他関連企業や個人ご
とに作成されており，その粒度や信憑性もまちまちである．自治体によってそれらをまとめ
たリンク集も作られているが，日々誕生・更新・消滅を繰り返すWebページに追いついて
いないのが現状である。さらに，ユーザが持ち歩く携帯端末の性能差も大きく，端末によっ
ては閲覧の出来ないWebページや，情報も多く存在している．
本研究では，このようなディジタルコンテンツを発展させ，信頼性もつ情報基盤とするた
めに，各地の地域情報資源と，地域情報資源を含むブログなどをリンクさせたディジタル
アーカイブと，その閲覧システムを開発する必要があると考えている．現在，本研究では稚
内市や港湾が所蔵する写真や印刷物のディジタル化を進めている．そして，稚内市について
記述したWebページやブログを，それらディジタル化した資料を元に収集し，地域情報資源
とWebアーカイブが有機的にリンクした総合的ディジタルアーカイブの構築を進めている．
しかし，現在進めている総合的地域情報資源ディジタルアーカイブには，旅行者にその
データを利用させる際の手法が大きな問題として存在している．そこで本論文では，旅行者
が旅行中に利用する端末，および各地に設置された案内板に，総合的地域情報資源ディジタ
ルアーカイブのコンテンツを表示させるための手法について検討する．また，それに併せて
インターネット上に点在している様々な情報資源とディジタル化した地域情報資源を利用者
の指向に合わせて変換し，表示するシステムを構築する．

1.2 情報資源の収集・提供に関する現状
現在，Webを利用して収集できる情報資源の量と種類は非常に多く，データ形式も様々な
である．そこで本論文では．地域情報に関するWebページを収集・提供するために以下の
三つの問題が存在していると考えた．

( 1 ) 情報を得るためのコストに関わる問題
( 2 ) 情報の埋没と信憑性の保証に関わる問題
( 3 ) 閲覧環境の相違による情報資源の互換性に関わる問題

(1) の「情報を得るためのコストに関わる問題」は，インターネット上に，各種新聞社，
ニュースサイト，電子掲示板，個人のブログ，SNSなど,ユーザに情報を提供するための様々
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なサービスが存在することが原因である．このようなサービスが発展してきた背景としては,

インターネットの商業的利用の発展と,それらサービスが提供する情報に対する検索ツール
の高度化があげられる．そして，高度なツールの普及により，情報の中心的利用者が従来の
専門家から，いわゆる一般ユーザに移ってきた．
しかし，インターネット上にあるサービスは，サービスごとに操作方法や利用手順，ユー
ザインターフェース（以下 UI）が異なる場合や，サービスが指定するデータフォーマット
を意識する必要がある場合もある．そのため，サービスの利用方法に習熟していないユーザ
には敷居が高いサービスも増えてきている．結果として，ユーザはサービスを使いこなすた
めに，その習熟に多くのコストをかけることが求められるようになった．もし，習熟しない
ままそのサービスを利用すると，ユーザにとって必要な情報がサービスに存在していても，
収集することができない場合が想定される．

(2)の問題点である「情報の埋没と信憑性の保証にに関わる問題」は，1.の問題点とも関
連するが，情報資源を発信できる多様なサービスが登場・普及したことから起きている．従
来，Webで情報を発信するためには，知識と技術が必要であったが，SNSやブログの登場
により，一般のユーザが簡便に情報を送受信することが可能になった．その結果，発信され
る情報は増加したが，同時にユーザにとって有用な情報が埋もれてしまう可能性が増した．
また，それに伴い情報資源の信憑性も保証しにくくなった．情報資源の信憑性が補償できな
くなると，サービスやそれを紹介した自治体に対するユーザの信頼が薄れる可能性ある．
また，地方自治体の持つ地域情報資源に目を向けると，作りっぱなしのものや，作成途中
で放置され，配信しないまましまわれているものが散在している．このような地域情報資源
も，観光者などの利用者にとっては有用な情報である可能性が高いが，陳腐化している可能
性もあるため，これらの情報の再利用方法検討も急務である．

(3)の問題点である「閲覧環境の相違による情報資源の互換性に関わる問題」は，端末の
対応しているデータフォーマットや性能，大きさなどの違いにより，情報資源の表示に差異
が生じることから起きる．日本各地で作成された地域情報資源や，インターネット上に存在
する情報資源は，様々な体裁・デザイン・フォーマットで作成されている．また，近年の電
子書籍リーダーやタブレット機の普及 (図１)[1]に伴い，近い将来には様々なタブレット型・
スマートフォン型計算機が登場するだろうといわれている [2]．
このような高度な情報端末であっても，対応しているフォーマットが異なることがあるた
め，表示出来ない情報資源も存在する．この問題を解決するために，フォーマットの標準化
プロジェクト [3]が複数進行しているが，従来の携帯電話のようにディスプレイのサイズ等
の機械的な問題により表示が困難となる情報資源が存在したり，情報資源を発信する側が特
定のデータフォーマットにしか対応してない場合も存在する [4]．

図 1 米・成人男性が所有している電子書籍リーダーとタブレット機の普及率推移移

2. 情報資源活用の現状

2.1 情報資源の収集・利用に関する現状とその問題点
前章で取り上げた問題を解決し，ユーザにとって効率の良い情報収集を行うために，現在
では以下のような方法がとられている．

( 1 ) 検索エンジンを使った情報資源の収集と利用
( 2 ) サービスが選別した情報資源の利用
( 3 ) SNSを利用した情報資源の探索と利用
( 4 ) ソフトウェアによる機械的な情報資源の探索と利用

(1)の方法は，Google[5]や Yahoo[6]などによるWEBをベースとした検索エンジンによ
る情報収集である．福島 [7]によれば「第二世代の検索エンジンを決定づける技術的なポイ
ントは，インターネットを巡回して自動収集するクローラを開発したことである．この技術
によってウェブページの大規模収集が可能になった．」といわれている．しかし，質や分野を
整理できないという欠点 [8,9]もあり，HTMLなどに記述された文字列をもとに検索を行う
ため，検索エンジンでは収集しにくい Deep Web[10]からの情報収集が困難である．また，
各市町村や自治体によって管理されているために，一般ユーザがアクセスしにくい地域情報
資源からの情報収集も困難である．

(2)は，新聞やテレビのニュース番組など，情報閲覧者以外の第三者によって選別された
情報を元に行う情報収集である． ユーザが自ら情報収集を行う場合，長島ら [11]によれば
「検索エンジンで検索は容易になるかもしれない．しかし，集めた情報は更に咀嚼，理解，
検討といった情報処理の過程を経なければ役立つ情報にならない．そして情報処理にはやは
り時間がかかる．つまり，時間の機会費用がサーチコストの大きな部分を構成しているかも
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しれないのである．」とある．そのため，第三者によって選別された情報を利用することで，
その手間を省くことができるが，新聞やテレビなどが扱う情報は時事性のあるものが多いた
め，過去の情報や，より専門的な情報を収集するには適していない．

(3)は， SNSを用いて関心のある情報，もしくはそれに関連する情報を収集するもので
ある．日本でよく利用されている mixi[12]などの SNSは，自分の友人や知人，もしくは関
心のあるトピックを指向する機能 [13] も存在し，専門家を含む多様なユーザも情報発信を
行っている．そのため，より膨大な情報群の中から専門的な情報を収集することが可能であ
るが，サービスの種類と膨大な情報群ゆえに，サービスを使いこなすことができず，必要な
情報を収集することが困難な場合がある．
その情報は玉石混淆で多量なため，どのようなサービスを利用し，どんな方法で情報資源
を選択すればよいのか，ユーザに迷いを与えてしまう．
これは佐藤 [14]によると「情報過多」と呼ばれ，誰でもが手軽にあらゆる種類の情報を入
手できるような環境が整い始めたことや，情報の蓄積や処理にかかる金銭的なコストが大幅
に低下していることなどが要因とされる．

(4) は，よく利用するWEB サイトやブログなどを，RSS リーダーやブラウザのブック
マーク機能などを用いて管理・収集する方法である．この方法は，ユーザが必要とする情報
を提供しているサービスを自ら選択することができる．しかしこのような方法は，伊東ら
[15]は「常に新鮮な情報を得るには複数のサイトを巡回しなければなりません．しかし，こ
れは手間の掛かる作業です．」と述べている．そのため，ユーザ自身が登録したサービスを
くまなく巡回する必要があり，そのコストは増加する．また，どのサービスを登録・利用す
べきかの判断が困難な利用者や，短時間で情報資源を収集したいユーザにとっては，時間と
手間をかける必要があるため，不向きな方法といえる．
　ここに挙げたサービスは，近年のスマートフォン等の普及にともない，専用サイトや専
用アプリケーションを使っても情報の提供を始めている．しかし，その対応状況は十分とは
いえず，地方情報資源に関しては一般ユーザが用意にアクセスしにくい状態で保存されてい
たり，整理されていない情報資源も存在するため，利用できる情報資源の差がある．

2.2 アクセシビリティの向上に向けた活動
インターネット上に存在する情報資源や，各市町村や自治体によって作成された情報資源
には，音声・映像・テキスト・代替テキスト等が混じった様々なコンテンツが遍在している．
しかし，全てのユーザががあらゆる情報資源の言語を習得しているわけではない．また，そ
もそもユーザが利用する情報端末が情報資源に対応していない場合や，障がいがある人また
は高齢者への配慮が無い情報資源も存在する．それらの情報資源は，ユーザにとって知覚し
にくい情報資源や，理解しにくい情報資源をということができるため，結果としてユーザの
不満を生んでしまう．

この問題を解決し，インターネット上のウェブコンテンツをより広範な人に利用可能にする
ために， 2008年 12月にW3CWeb Content Accessibility Guidelines 2.0(以下WCAG2.0)

が定義されている．そこでは，WCAG2.0はWebページ制作者が守るべき原則をあげてい
る [16,17]．この原則は，ウェブコンテンツがどんなユーザにとっても扱いやすく，管理者
にとっても管理しやすいべきだと定めている．WCAG2.0はもともと，様々な障がいのある
人に対して，コンテンツをよりアクセシブルにするために規定されたが，障がいが無い人に
とっても非常に有用である．なぜならば，上記の原則が整っていない情報資源は，閲覧の際
に余計な手間がかかる可能性があるからだ．その結果，場合によってはユーザにとって情報
閲覧にコストが生じ，情報資源の取得・閲覧時に不利益になる場合がある．
したがって，WCAG2.0のような統一された制約やガイドラインを設けることは，情報過
多とサービスの乱立における混乱を軽減することにも繋がる．

2.3 個人での利用を指向した情報収集に残された課題
インターネット上に存在する情報資源や，各市町村や自治体によって作成された情報資源
を収集する方法として，様々な方法が行われているが，前述した方法やサービスではいくつ
もの課題が残されている．本研究では，課題を大きく４つにわけ，その解決手法を考察する．

( 1 ) ユーザのポリシーに応じた情報収集・提供手法の開発
( 2 ) ユーザから独立した組織による情報資源の選別手法の開発
( 3 ) 有料情報資源の収集手法の開発

(1)の課題は，2.1で述べた「検索エンジンを使った情報資源の収集と利用」と「サービス
が選別した情報資源の利用」に関するものである．ユーザが自らWebページを閲覧する場
合と異なり，自動的に情報を収集する場合は，前もってユーザにどのような情報を収集する
か記述してもらう必要がある．それによってユーザの求める情報資源がより鮮明になり，情
報資源を収集する際の条件となる．
また，閲覧環境によって情報資源が閲覧出来ないことを防ぐため，キーワードだけでなく，
ユーザが利用する情報端末に関する情報も記述してもらうことが理想である．そうすること
により，システム側がユーザが利用する情報端末に合わせて情報資源の再変換が行いやすく
なり，従来閲覧不可能であった情報資源の閲覧が可能となる．

(2)の課題は，2.1で述べた「SNSを利用した情報資源の探索と利用」と「ソフトウェア
による機械的な情報資源の探索と利用」に関するものである．ユーザが最低限の手間で情報
資源を収集し，無駄なコストはかけないことが望ましい．また，サービスの種類や利用方法
に習熟していない人であっても目的の情報資源を集められることが望ましい．そのため，情
報資源の選別は，ユーザのポリシーを考慮した上で，自動的に行われることが理想である．
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しかし，このような横断的なデータ収集はユーザや各種商業的/非商業的サービスから独
立した組織が行うことになる．そのため，ユーザのポリシーをどのように反映するか考察が
必要である．

(3)の課題は，有料の情報資源についての扱いに関するものである．インターネット上に
は無料の情報資源の他に，有料の情報資源を取り扱うサービスも存在する．そのため，ユー
ザが求める情報資源が有料情報だった場合，サービスの種類や扱い方に詳しくない人は，そ
の情報資源を収集・利用できない可能性がある．そのため，ユーザが求める情報資源が有料
であっても，ユーザのポリシーによっては収集することが望ましい．

3. 利用者環境に合わせた情報の収集・提供

本研究では，前章までの議論を踏まえ，個人で利用することを目的として，情報を収集・
蓄積し，利用者の環境に合わせて提供を行う手法を提案する．
この手法では，ユーザはまず，システムが情報資源の収集する際に必要なデータと，シス
テムが再変換を行う際に必要なデータをポリシーとして入力する．(図２ (１))

次に (１)で入力された「収集時に必要なデータ」を元に，クローラを用いて，インター
ネット上から必要な情報資源の収集を行う (図２ (２))．ここで集めた情報資源は，後述する
EPUB型のデータフォーマットに変換が行われる (図２ (３))．
最後に，(１)で入力された「変換時に必要なデータ」を元に，各端末とユーザ環境に合わ
せた再変換を行う (図２ (４))．最後に，システムはユーザが利用している情報端末に，再変
換した情報資源を出力する (図２ (５)(６))．
この手法の要求は以下の通りである．

( 1 ) 有料情報資源を含めた情報資源収集
( 2 ) 情報資源をユーザのポリシー順に取捨選択・並べ替え
( 3 ) 情報資源収集時のコスト削減と情報収集サービス選択の簡易化
( 4 ) 収集された情報の変換・提供と変換箇所の明示

これにより，無駄なコストをかけずに，ユーザの環境や求めるポリシーに見合った情報資
源の収集が行うことができるようになる．各要求の解説を行う．

3.1 有料情報資源を含めた情報資源収集
無料情報資源と有料情報資源を含めた情報資源の収集を同時に行うことにより，ユーザが
負担するコストを軽減することにつながり，ユーザが求める情報資源の収集が容易になる．
それは現在，ソフトウェアによる有料と無料をあわせた情報資源の収集は難しく，手動によ
る収集方法が主流だからである．

システム【収集時に必要なデータ】
・利用するサービス
・オーソリティ情報
・金額リミット
【変換時に必要なデータ】
・利用電子端末の情報
・シチュエーション情報

ク
ロ
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①

③ ④ ⑤

⑥

地域情報資源

図 2 有料と無料の情報資源を合わせた収集・管理手法

最近では Twitter や Facebook にある情報資源を電子新聞にまとめて発行するサービス
[18]も現れてきてはいるが，限られた情報提供サービスのみの対応となっている．その理由
は，情報資源を提供するサービスのシステム・UIなどの違いが壁となっているからである．
そのため，現時点では異なる情報提供サービスや，有料情報資源を組み合わせて情報資源を
収集・管理するサービスは存在しない．
しかし以前より，iTunes[19]による音楽のマイクロコンテンツ化 [20]に始まり，書籍の電
子化 [21]が叫ばれている．そのため有料情報資源は今後もますます市場に出回り，より普及
していくことが予想される．

3.2 情報資源をユーザのポリシー順に取捨選択・並べ替え
ユーザが情報資源を提供するサービスを自ら選択し，そこから収集された情報資源に対し
てオーソリティを考慮したルールを与えることで，収集した情報資源群は，利用する際に目
的の情報資源を探す手間を必要としない，理想の情報資源群となる．第三者によって取捨選
択された情報資源を利用するのではなく，ユーザ自身がサービスを選択することによって，
ユーザが求める情報資源を収集しやすくすることができる．また，オーソリティを考慮した
ルールを与えることによって，収集した情報の中から必要な情報資源を，無駄なコストをか
けずに閲覧することができる．
ユーザが求める情報資源を収集しやすくし，コストを減らすことは，有料情報資源の普及
に伴って予想される情報過多の拡大によって予想される，情報資源の埋没を防ぐことにつな
がる．
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3.3 情報資源収集時のコスト削減と情報収集サービス選択の簡易化
ユーザが情報資源を収集するためのサービス選択を簡易化し，情報資源の収集自体は自動
的に行うことによって，より専門的な情報資源の収集に対応しつつ，手動管理における情報
資源収集のコストを減らすことにつながる．ユーザが情報資源収集のために情報提供サービ
スを巡回することは，サービスごとにシステム・UIなどが異なるため，場合によってはユー
ザが無駄なコスト負担してしまう．
ユーザに無駄なコストを負担させないためにも，利用したいサービスの選択はよりシンプ
ルで扱いやすいことが望ましい．また，インターネット上にある情報資源は，老若男女，年
齢を問わない幅広いユーザが利用する．そのため，サービスの種類や扱い方に詳しくない人
でも，手軽に目的の情報資源を収集するためのサービスを選択でき，情報資源の収集は自動
的に行われることが望ましい．　

3.4 収集された情報の変換・提供と変換箇所の明示
収集した情報資源をユーザの環境に合わせて変換・提供することにより，1章で述べた「閲
覧環境の相違による情報資源の互換性に関わる問題」の解決につながる．これにより，収集
した情報資源のデータフォーマットが，ユーザが利用している情報端末で情報資源が利用で
きない場合でも，格納されている情報を文字や画像などのレベルで再変換することにより，
利用が可能になる場合がある．
また，画像や動画コンテンツなどのリッチコンテンツが，利用ユーザが所持している情報
端末に対応していなかったり，ユーザが表示を望まない場合，リッチコンテンツをは再変換
された情報資源には存在しないことが望ましい．しかし，リッチコンテンツが抜き取られた
ことによって情報資源の意味が通じなくなってしまう事態を防ぐために，再変換された情報
資源には，該当箇所に変換処理を施したことを示すための印を残す．
このように格納されている情報を分解し，再変換することで，ユーザが利用している情報
端末の，画面サイズやスペックなどに適した情報資源の利用が期待できる．

4. MEDシステムの構築

4.1 インターネット上での情報収集における問題解決のために
本研究では，1章で取り上げた「情報を得るためのコスト問題」と「情報の埋没と信憑性
の保証問題」を解決するために，オーソリティを考慮して情報資源を自動的に収集し，「閲
覧環境の相違による情報資源の互換性と不適応問題」を解決するためにユーザの登録した状
況 (以下シチュエーション)別に利用したいサービスと検索用メタデータを管理できる仕組
みを提案する．さらに，提案した手法を用いてMaking My EPUB Document System（以
下MEDシステム）を構築した．（図４）
それにより，ユーザが求める情報をユーザが求めた順番で，自動的に情報資源を収集する

インターネット

利用端末

２
ク
ロ
｜
ラ
に
よ
る
デ
｜
タ
収
集

  ３　オリジナルデータを
　  　EPUB型へ変換する

　４　データ抜き出し
　　　又は 再変換

１
検
索
条
件
デ
｜
タ
の
登
録

５
入
出
力

検索条件に
関するデータ

使用端末に
関するデータ

EPUB型
データ

再変換データ

図 3 MED システム全体図

ことができるようになる．それと同時に，ユーザは手間や時間というコストを払う必要がな
く，情報端末や環境が原因で情報資源が閲覧できない事態が起きにくくなる．
それを実現させるため，MED システムでは，システム全体を４つの機能に分けている．
その機能は以下の通りである．

( 1 ) Policyデータの登録
( 2 ) クローラによるデータ収集
( 3 ) EPUBへの変換と蓄積
( 4 ) データの変換と提供

4.2 Policyデータの登録
MEDシステムには，検索条件に関するデータとして，利用ユーザに以下の Policyデータ
を入力してもらう．

［情報資源収集の際に使用するデータ］
• 利用するサービス
• サービスごとの検索用キーワード
• サービスのオーソリティ
• サービスごとの金額リミット
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［利用端末にあわせて再変換する際に使用するデータ］
• 利用情報端末に関するデータ
• シチュエーションに関するデータ

4.3 クローラによるデータ収集
前述の Policyデータの中の「情報資源収集の際に使用するデータ」を用い，指定された
サービスごとに，インターネット上からの情報資源の収集を行う．システムに登録されてい
るサービスは，サービスごとに利用方法が異なるため，それぞれのサービスごとに収集用の
記述を用意し，それををシステムに設置することで，情報資源の収集を行う．

4.4 EPUBへの変換と蓄積
本研究では，情報資源の中に格納されている文字や画像などの情報を分解し，再変換する
ための基本データフォーマットとして EPUB[22, 23]を用いる．それは EPUBがシンプル
な内部構造を持ち，かつ構成要素全般にインターネット標準技術 (HTML・CSS・SVG等)

が用いられており，多くのソフトウェアやブラウザが EPUBに対応しやすく，また内部構造
も分かりやすい分類になっているため，非常に扱いやすいためである．また，一つの EPUB

ファイルの中には，複数の章を配置することができるため，出版者側は望んだ順序で情報資
源を配置することができる．また，現在市場に出回っている主要な情報端末は，ほぼ EPUB

のデータフォーマットに対応しており，新しく策定された EPUB3.0は文字ポイントの可変
は勿論，書字方向・和欧文混植・縦中横・行頭行末禁則・ルビ処理などに対応しており，様々
な環境や与えられた条件に対して，柔軟に対応することができる．

4.5 データの変換と提供
前述の Policyデータの中の「利用端末にあわせて再変換する際に使用するデータ」を用
い，ユーザの利用環境と，指定されたシチュエーションにに合わせた，データフォーマット
の再変換を行う．この際，ユーザの使用端末が EPUBに対応している場合，ユーザが指定
したシチュエーションに体裁を直した状態で，EPUBのデータフォーマットをそのまま利用
する場合もある．

5. 実 装 内 容

5.1 ユーザ環境とシチュエーションを入力するフォーム
本システムは，まず最初に，ユーザが情報資源を閲覧する際のシチュエーションに関する
データと，ユーザの利用情報端末に関するデータを入力する．入力するデータ項目は，以下
の通りである．

［利用情報端末に関するデータ］
• 画面サイズ

• 画像データ，音声データ，動画データなどが利用が可能かどうか
• 色彩表示が可能かどうか

［シチュエーションに関するデータ］
• 情報資源を閲覧する際のパターン情報

5.2 有料情報資源のリミット金額とオーソリティを考慮した入力フォーム
次に，ユーザにとって理想の情報資源を，できるだけコストをかけずに収集するため，以
下の入力フォームをシステムに実装した．

③

①②

図 4 入力フォーム

ユーザは，未登録のサービスグループの欄 (図４ (1))から，登録済みサービスの欄 (図４
(2))に，利用したいサービスを移動させる．登録済サービスの配置場所は，動的に項目が移
動可能であり，上にある項目ほどオーソリティが高いと判断される．一覧に目的の提供サー
ビスが無い場合は，別フォームの登録申請フォームからシステムに登録して欲しいサービス
の名前や URLを記述し，通知を受け取ったシステム管理者が手動でMEDシステムへ登録
作業を行う． 利用したいサービスが DBに登録されていない場合，設定フォームからシス
テム管理者にサービス登録の申請を行うことができる．
また，このとき同時に，サービスごとの有料情報資源収集の金額リミットも設定する．
5.3 実装環境とDBテーブル
現段階では，本システムは Web ブラウザ上で動作する．実装環境として，OS は

Ubuntu(10.10)，システムは PHP(5.3.3-1)，DB 環境は MySQL(5.1.49-1)(表 1) で構築
している．動作確認は，MacOS X(10.6.8) 上の，Google Chrome(13.0.782.215) と Sa-

fari(5.1.(6534.50)のブラウザで行った．
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表 1 MED システム DB テーブル一覧

5.4 出 力 結 果
今回，インターネット上に存在する情報資源を，想定されるユーザの Policy に乗っ取っ
て，変換し，出力を行った．その結果を下記に示す．

情報資源の原文 携帯用情報資源の
ページのソース

....

携帯用に変換された
情報資源

変
換

....

Policyデータ
送信

①

② ③

 

MED
処理済

図 5 再変換・出力された情報資源

システムは，入力された Poiciyデータ (１)をもとに，原文の情報資源の変換を行う (２)．

図５のように，ユーザが望む Polciyが「テキストデータのみを端末のサイズに合わせて読み
たい」場合には，Web上でその旨を入力する．すると Policyデータに，NoPicと wide=’n’

が追加される．変換されたデータには情報資源にあった画像や動画のデータが消去されると，
変換後の情報には，添削した情報に関する印が残る．それによってユーザは情報の欠落を知
ることができ，必要な場合は，より高性能な計算機を使ってさらにその情報を確認すること
ができる．

6. お わ り に

本研究では，各市町村や自治体などが作成した地域情報資源と，インターネット上に存在
する情報資源を対象とした「情報を得るためのコストに関わる問題」「情報の埋没と信憑性
の保証に関わる問題」「閲覧環境の相違による情報資源の互換性に関わる問題」を解決する
ため，インターネット上に存在する様々な地域情報資源と情報資源の中から，有料の情報資
源と無料の情報資源を考慮し，利用ユーザのポリシーに対応する情報資源の自動的収集・管
理・利用方法を提案した．これにより，多大なサービスの種類と情報量によって生まれると
コストや信憑性の問題に加え，１章に記した「閲覧環境の相違による情報資源の互換性に関
わる問題」を解決するための手法を確認することができた．
今後，実装したシステムの検証を行いつつ，利用ユーザがどのサービスや情報源を利用し
て良いかわからない場合に対応するため，予め推奨サービスを提示する仕組みを加えたいと
考えている．
また，ユーザが目的の情報資源を閲覧するためのコストを最小限に抑え，効率よく閲覧す
るために，ユーザの利用環境と登録されたポリシーに合わせて収集した有料と無料の情報資
源を EPUB型から別のデータフォーマットに変換する手法を考察し，さらに端末の性能差
に左右されない情報資源を閲覧を試みる．
謝辞 本研究にご協力頂いた，筑波大学大学院図書館情報メディア研究科 杉本重雄教授
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